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Take-Home Message

 超ホライズンスケールでのスカラー場の進化
による局所型原始非ガウス性(fNL, τNL, gNLタ
イプ)のスケール依存性を導出

 SKAによる銀河パワースペクトルやバイス
ペクトル測定への局所型原始非ガウス性の
スケール依存性の影響を同定

 スケール依存性をパラメータ化した局所型
非ガウス性を提案



原始非ガウス性はスケール依存性
を持つか？

 ポイント：

◆ スカラー場のslow-rollの最低次で妥当

◆ 超ホライズンでの振る舞いでk依存性を持つ

→ O(ε)のスケール依存性は存在

→ どの波数に依存するかを明白にする必要



Warm-up：単一スカラー場

 超ホライズンスカラー場揺らぎ

 Horizon-crossing time t*(k)
スケール依存性



超ホライズンスケールでの進化
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Warm-up：単一スカラー場

 曲率揺らぎとの関係：δN公式 [N:e-fold数]

 曲率揺らぎパワースペクトル スケール依存性

(注意) 曲率揺らぎζは評価時間tiには依存しない



非同時刻相関 = スケール依存性

  非同時刻相関 = 同時刻相関 × スケール依存性

非同時刻相関

非同時刻相関

  バイスペクトル → 非同時刻相関 × 2



超ホライズンスケールでの進化に
よるスケール依存性 (単一場)

 バイスペクトル (3点相関)

 トライスペクトル (4点相関)

slow-rollの1次の精度で必ずこの形になる！

[DY, S.Yokoyama, T.Takahashi, PASJ, psab108, arXiv:2108,12123]



超ホライズンスケールでの進化に
よるスケール依存性 (複数場)

[DY, S.Yokoyama, T.Takahashi, PASJ, psab108, arXiv:2108,12123]

 バイスペクトル (3点相関)

複数場の影響によって他の波数の依存性が現れる

単一場/複数場を見分けられる！

 トライスペクトル (4点相関)



原始非ガウス性のスケール依存性
の現象論的公式の提案

[DY, S.Yokoyama, T.Takahashi, PASJ, psab108, arXiv:2108,12123]

 バイスペクトル (3点相関)

 トライスペクトル (4点相関)

一般形のままでは見通しが悪い → 現象論公式を提案



モデル
[Byrnes+Enqvist+Takahashi(2010)
Byrnes+Enqvist+Nurmi+Takahashi(2011)
Kobayashi+Takahashi(2012),…]

◆インフラトン+カーバトン

◆自己相互作用するカーバトン

 (fNL, nNL
m)で制限可

 (fNL, nNL
s)で制限可



銀河サーベイへの影響

  銀河パワースペクトル (バイスペクトルは略)

◆スケール依存するバイアスを誘起

 nNL
m
→ スケール依存性を誘起

 nNL
s
→ 誘起しない (銀河質量依存性のみを生む)

[Matsubara(2012)]



単一場模型の決定精度

{ fNL, nNL
s , nNL

m, τNL, gNL, nNL
g }

+ { b1(z1),…,b1(zzbin), b2(z1),…, b2(zzbin) }

Pgg解析ではnNL
s

は決まりにくく、
Bggg解析が有利

nNL
s → バイアス

にスケール依存性
を誘起しない

[DY, S.Yokoyama, T.Takahashi, PASJ, psab108, arXiv:2108,12123]



複数場模型の決定精度

nNL
m → バイアス

にスケール依存性
を誘起する

Pgg解析でnNL
mは

よく決まる

[DY, S.Yokoyama, T.Takahashi, PASJ, psab108, arXiv:2108,12123]



まとめ

 超ホライズンスケールでのスカラー場の進化
による局所型原始非ガウス性(fNL, τNL, gNLタ
イプ)のスケール依存性を導出

 SKAによる銀河パワースペクトルやバイス
ペクトル測定への局所型原始非ガウス性の
スケール依存性の影響を同定

 スケール依存性をパラメータ化した局所型
非ガウス性を提案
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